
 

参考書籍 

 

◇小学生～中学生向け（多様な性を学習できる本） 

●セクシュアルマイノリティってなに? (ドキドキワクワク性教育) 

日高 庸晴 (監修), 中山 成子 (イラスト)  

大型本: 39ページ 

出版社: 少年写真新聞社 (2017/1/12) 

 

 

◇中学～高校生向け（多様な性を学習できる本） 

●性の多様性ってなんだろう? (中学生の質問箱) 

渡辺 大輔 (著) 

単行本（ソフトカバー）: 224ページ 

出版社: 平凡社 (2018/6/21) 

●LGBTってなんだろう?--からだの性・こころの性・好きになる性 

薬師 実芳 (著), 笹原 千奈未 (著), 古堂 達也 (著) 

単行本（ソフトカバー）: 127ページ 

出版社: 合同出版 (2014/9/30) 

●LGBTQを知っていますか?   

 

 

◇子どものサポートをする人向けの本 

●先生と親のための LGBTガイド: もしあなたがカミングアウトされたなら 

●LGBTサポートブック: 学校・病院で必ず役立つ 

 

 

◇大人からこどもまで、詳しくてわかりやすいセット本 

●もっと知りたい!話したい!セクシュアルマイノリティ（全 3巻セット） 

日高 庸晴 (著), サカイノビー 

大型本: 47ページ 

出版社: 汐文社 (2015/12/1) 

●いろいろな性、いろいろな生きかた(全 3巻セット)  

渡辺大輔 (著) 

大型本 

出版社: ポプラ社 (2016/4/1) 

 

 

 

 

 

 



 

◇絵本型（物語） 

●くまのトーマスはおんなのこ  

ジェンダーとゆうじょうについてのやさしいおはなし 

ジェシカ ウォルトン (著) 

単行本: 36ページ 

出版社: ポット出版プラス (2016/12/7) 

（テーマは性別違和） 

●タンタンタンゴはパパふたり 

ジャスティン リチャードソン (著) 

単行本: 32ページ 

出版社: ポット出版 (2008/4/16) 

（テーマは同性愛） 

●いろいろいろんなかぞくのほん 

メアリ ホフマン (著) 

大型本: 40ページ 

出版社: 少年写真新聞社 (2018/2/2) 

（テーマは家族の多様性） 

◇コミック 

●放浪息子 

●大分県啓発漫画「りんごの色」 

 

◇その他 

●大阪淀川区 LGBT支援事業 

ダウンロードできる資料 

啓発展示パネル(2016.11.7公開) 

http://niji-yodogawa.jp/category/%E5%85%AC%E9%96%8B%E8%B3%87%E6%96%99/lgbt%E5%95%93%E7%99%BA%E5%B1%

95%E7%A4%BA%E3%83%91%E3%83%8D%E3%83%AB/ 

（教職員向けハンドブックの PDF もあります！） 

 

 大人でも子供でも、立ち止まって読みたくなる一言メッセージ、 

 性だけでなく多様性全体を感じられます。 

 お勉強っぽくないので、見る人によって感じるポイントは様々です。 

 まさにポスター的なところが個人的には大好きです。 

●いのちリスペクト。ホワイトリボンキャンペーン 

パネルレンタル 

https://ameblo.jp/respectwhiteribbon/entry-11440462193.html 

※これは上記とはまた違う、どちらかというとセクシュアリティーに関して、 

 お勉強っぽい情報が盛りだくさんです。 

 それでも柔らかいイラストでとてもわかりやすく、まとめられています。 

 しっかりした情報や啓発としては、こちらがおすすめです。 

 


